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り

呼

匡

に

起

き

る

9月22日、中国共産党全国代5盟会議で党中央祭の新察
長選出の役棄を行う郷小平氏。郷氏から右へ胡抱邦、
李先念、陳雲、館総燭の各氏。（ロイタ『 ・サン〉

中

向島

嶺

雄

THISIS 

異
例
の
全
国
代
表
会
議

去
る
九
月
十
八
日か
ら二
十
三
日ま
で
北
京
で
聞

か
れ
て
い
た
中
国
共
産
党
全
国
代
表
会議
と
そ
の
前

後
の
中
国
共
産
党
十
二
期
四
中
全
会
およ
び
五
中
全

会は
、

党
中
央
政
治
局 、
中
央
委
員
会、
中
央
顧
問

委
口会 、
中
央
規
律
検
査
委
只
会と
いう
党
装
置

（MM
司
守
〉
宮】回
S
Z臼〉
を
大
幅
に
再
編
成
し
て、

郵
小
平
体
制
の
新
し
い
布
陣
を
内
外
に
印
象
づ
け

た。
多
く
の
報
道
は、
今
回
の
人
事
異
動が、
い
わ

ゆ
る
「

開
放
経
清」
体
制
を
推
進
す
る
ため
の
人
事

の
若
返
り
で
あ
り、
中
国
は
こ
こ
に
近
代
化
路
線
を
1985/11 
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で
も
あ
る
。

中
国
共
産
党は

、
去
る一
九
八
二
年
九
月
の
第
十

二
回
党
大
会
で
採
択
さ
れ
た
新

し
い
党
規

約
を
見
る

ま
で

も
な

く
、

原
則
と

し
て
五
年
に一
度
党
大
会を

開
催

し
、

そ
こ
で
人
事
を
決
定
す
る
こ
と
に

なっ
て

いる
。

従っ
て

、
十
二
回
党
大
会
で
選
出
さ
れ
たリ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は

、
少

な
く
と

も一
九
八
七
年
ま
で

そ
の
任
に
あ
る
べ
き
で
あ
り
、

も
し
も
今
回
の
よう

な
人
事
の
大
幅

な
刷
新
金
必
要
と
す
る

な
ら
ば
、

中

国
共
産
党
全
国
代
表
大
会を
党
規

約
第
十
八
条
に
よ

る
手
続
き
に

基
づ
いて
繰
り

上げ
開
催
す
る
の
が

、

正
規
の
ル
l

ルだ
と
い
わね
ば

な
ら

な
い。

だ
が

、

今
回
聞
か
れ
た
の
は

、
全
国
代
表
大
会
で
は

な
く
、

全
国
代
表
会議
と
いう
異
例
の
政
治

的
儀
式

な
の
で

あっ
た。

し
か

も
、

現
行
の
党
規

約
で
は

、
こ
の
よ
う

な

「
代
表
会議」
に
つ
いて

、
そ
の
第
十
二
条
で
「党

の
県
段
階
およ
び
県
段
階
以

上
の
委
員
会は

、
必
要

あ
る
場
合
に
は

、
代
表
会議
を
招
集

し
て

、
遅
滞

な

〈
解
決
を
必
要
と
す
る
重
大
問

題
を
討
議

、
決
定
す

る
こ
と
が
で
き
る。
代
表
会議
の
代
表
の
定
数
と
そ

の
選
出

方
法
は

、
代
表
会議
を
招
集
す
る
委
員
会
に

よ
っ

て
決
定
さ
れ
るL
と
あ
る
の
み
で、
今
回
の
よ

う
な
全
国
代
表
大
会
に
か
わる
全
国
代
表
会議
に
つ

いて
は－
切
規
定
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

い
か

に
全
国
代
表
会議
が
県
段
階
以

上
の

も
の
で
あ
る
と

は
いえ

、
こ
の
党
規

約
が
想
定

し
た「
代
表
会議」

と
いう
表
現
は

、
ぞ
れ
が
第
三
宮
「

党
の
中
央
組

織」
の

な
か
に
あ
る
の
で
は

な
く
、

地
方
各
級
代
出品

大
会を
規
定

し
た
第
二
章
「

党
の
組
織
制
度L
の

な

か
に
「

会
国
代
表
会議」
と

し
て
では

な
く
、

た
ん

に
「

代
表
会議」
と

し
て
出
て
いる
に
す
ぎ

な
い
こ

と
に

も
明
ら
か

なよう
に

、
せ
いぜ
い
市・
省

・
自

治
区
レ
ベ
ル
の
代
表
会議
と
考え
る
べ
き
で
あ
り
、

厳
密

な
法
解
釈
を
施
せ
ば

、
今
回
の
全
国
代
表
会議

そ
れ
自
身
が
，

党
規

約
違
反’

だ
と

も
いえ
る
の
で

あ
る
。
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そ
し
て

、
こ
の
よう

な
異

常
な
事
態
と

も
いえ
る

全
国
代
表
会議
の
開
催
は

、
建
国
後
の
中
国
共
産
党

史
に
おいて
は

、一
九
五
五
年
三
月
に
そ
の
例
を
見

る
の
み

な
の
で
あ
る。

し
か

も
そ
の
よう

な
典
例
の

会議
で
こ
の
よう
に
大
幅

な
党
中
央
の
人
事
異
動
を

断
行

し
た
こ
と
は
中
国
共
産
党
史
に
例
を
見

な
い
の

で
あっ
て

、
従っ
て
私
は

、
三
十
年
ぶ
り
に
聞
か
れ

る
全
国
代
表
会議
に
よ
っ

て
、

今
回
の
人
事
異
動が

断
行
さ
れ
たと
いう
異

常
事
態
に
ま
ず
注
目
せ
ざ
る

を
得

な
い
のだ。

THISIS 

三
十
年
前
の
代
表
会
議

で
は
いっ
た
い一
九
五
五
年
三
月
の
全
国
代
表
会

識
は

な
ぜ
聞
か
れ
た
の
か。
こ
の

点
を
ふ
り
かえ
る

こ
と
は

、
今
回
の
会議
の
意
味
を
知
るう

え
で

も
不

可
欠
で
あ
ろう
。

一
九
四
五
年
四
t

六
月
に
第
七
回
党
大
会を
朋
他
33 



蹴比

国
共
産
党
が、
次
の
第
八
回
党
大
会を
閉
山間
し
た
の

は、
社
会主
義
諸
国
と
国
際
共
産
主
義
運
動
が
「
ス

タ
ー
リ
ン
批
判」
で
揺
れ
て
い
た一
九
五
六
年
九
月

で
あっ
たが、
右
の一
九
五
五
年
の
全
国
代
表
会議

は、
当
時 、
中
国
内
部
に
発
生
し
て
い
た
深
刻

な
事

件 、
つ
ま
り
「

東
北
を
独
立
王
国
化
し
よ
う
と
し

たL
と
いう
高
尚・
館
激
石
ら
の「
反
党
述
盟」
事
件

を
処
断
す
る
ため
に
聞
か
れ
た
会議だ
っ

た
の
で
あ

る。
現
に
同
年
三
月
二
十一
日か
ら
三
十一
日に
か

け
て
聞
か
れ
た
こ
の
会議
で
は、
寸

中
撃
人
民
共
和

国
国
民
経

済
発
展
の
第一
次
五
か
年
計
画
草
楽
に
つ

い
て
の
決
議」
が
採
択
さ
れ
は
し
たが、
そ
の
霊
要

な
眼
目
は、
「

高
山間・
餓
激
石
の
反
党
連
盟
に
つ
い
て

の
決
議」
の
採
択
と 、
こ
の
事
件
の
深
刻

な
余
波
を

鎮
め
る
ため
に
と
ら
れ
た「
中
国
共
産
党
の
中
央
お

よ
び
地

方
の
慰
摂
委
只
会
成
立
に
つ
い
て
の
決
議L

の
採
択だ
っ

た
の
で
あ
る。

そ
し
て、
高
備
は
獄
中
で
「
自
殺
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
党
に
たい
す
る
最
後
の
反
逆
の
意
志
を
表
示
し

た」
（「
前
向・
餓
激
石
の
反
党
巡
盟
に
か
ん
す
る
決

議」〉
と
の
ナ
ゾ
多
き
公
式
発
表
の
の
ち
に、
こ
の
前V

件
の
処
断
に
重
要

な
役
割
を
来
たし
た
郡
小
平
は、

林
彪
と
と
も
に
こ
の
全
国
代
表
会議
で
政
治
局
委
員

に
補
選
さ
れ 、
郵
小
平
と
いう、
そ
れ
ま
で
の
中
国

共
産
党
の
リ
ー
ダ
ー

の
な
か
で
は一
般
に
あ
ま
り
知

ら
れ

な
かっ
た
存在
が、
こう
し
て
中
国
共
産
党
の

ト
7
プ
リ
ー
ダ
ー

の一
翼
を
担う
こ
と
に

なっ
た
の

し
た
ま
ま 、

F 
く
は、
拙
者
『

中
ソ
対
立
と
現
代』
〈
中
火
公
論
社、

一
九
七
八
年〉
第
五
章
「

高
尚
事
件
と
東
北
を
め
ぐ

る
中
ソ
関
係」
参
照）

。

今
回
の
代
表
会議
が
こ
の
よう
に
党
規
約
上
も
問

題
の
多
い
異
例
の
措
置
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い

た
中
国
共
産
党
首
脳
は 、
咋一
九
八
四
年
十
月
二
十

日の
第
十
二
期
三
中
全
会が
採
択
し
た「
党
の
全
国

代
表
会議
招
集
に
か
ん
す
る
決
定」
に
おい
て
党
規

約
第
十
二
条
を
示
し 、
ま
た、
今
回
胡
糊
邦
総
密
記

は
会議
口
頭
の
開
幕
演
説
で
長
々
と
弁
明
し
て
い
る

が、
右
に
述べ
た
理
由
か
ら
し
て
も 、
疑
義
は
解
け

な
い
の
で
あ
る。
そ
し
て
おそ
ら
く 、
今
回 、
こ
の

よう
な
会議
を
強
行
し
た
部
小
平
は、
三
十
年
の
歳

月
を
経
て、
再
び
み
ず
か
ら
の
関
与
で
閥
か
れ
た
全

国
代
表
会議
と
いう
異
例
の
政
治

的
儀
式
に
臨
み
つ

つ 、
心
中、
三
十
年
前
の
同
じ

会
識
を
感
慨
深
く
回

想
し
て
い
た
に
ち
が
い

な
い。

時
間
と
の
た
た
か
い

で
は、

なぜ 、
今
回 、
こ
の
よう

な
異
例
の
措
置

が
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろう
か。
そ
れ
は、
いう
ま
で

も
な

く 、
ポ
ス
ト

都
小
平へ
の
時
間
が
切
迫
し
つ
つ

あ
る
こ
と
で
あ
り 、
本
来
の
党
大
会開
仙
時期
で
あ

る一
九
八
七
年
秋
ま
で
待つ
こ
と
の
で
き

な
い
事
情

が
あっ
た
か
ら
だ
と
見

な
け
れ
ば

な
ら

な
い

。

． 
』
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とっ
て、
政
治

的
に
も
彼
自
身
の
生
命
と
いう
決
定

的
な
要
因
か
ら
し
て
も 、
野
小
平
は
い
ま
や
「

成
熟

時
間」
を
日々
過
し
つ
つ
あ
る
。

郵
小
平
は、
あ
の

奇
跡的

な
再
彼
活
を
遂
げ
た一
九
七
七
年
七
月 、

「
自
分
は
あ
と
八
年
か
ら
十
年
は
大
丈
夫

だ
L
と
い

う
怠
味
深
い
発
言
を
し
た
こ
と
が
あっ
たハ
こ
の
点

に
つ
い
て
は、
拙
著
『

北
京
烈
烈』
下
巻
「

転
換
す

る
中
国L
〈
筑
摩
啓
房 、
一
九
八一
年〉
参
照〉 。
つ

ま
り 、
彼
に
とっ
て
は、
－
九
八
五
t

八
七
年
と
い

う
時
期
こ
そ、
そ
の
政
治
戦
略
のゴ
l
ル
の
時
期だ

っ
た
の
で
あ
り 、
こう
し
て
郵
小
平
は
再
復
活
後 、

文
革
否
定
と
非
毛
沢
東
化
と
いう
壮
大

な
政
治
戦
略

を
諸々
と
実
行
に
移
す
と
同
時
に
「

四
つ
の
現
代

化」
〈
俊
業 、
工
業 、
国
防 、
科
学
技
術
の
現
代
化）

と
いう
国
家
目
標
を
掲
げ
て、
今
日の
い
わ
ゆ
る

「
開
放L
経

済
体
制へ
と
す
す
み 、
郵
小
平
以
後
へ

の
布
石
を
固
め
て
き
た
の
で
あっ
た

。一
九
七
八
年

十
二
月
の
中
国
共
産
党
十一
期
三
中
全
会、
一
九
八

一
年
六
月
の
同
六
中
全
会を
経
て
毛
沢
東
批
判
と
禁

固
鈴
ら
文
革
派
指
導
者
の
追
い
滋
と
し
を
は
か
り 、

八
二
年
九
月
の
党
大
会で
胡
細
邦
総
官
紀
中
心
の
性

記
局
体
制
を
固
め 、
同
時
に
人
民
公
社
の
解
体
に
よ

る
農
村
の
経

済
活
性
化
と
最
近
の
都
市
経

済
の
市
場

化
を
は
か
り 、
こう
し
た改
革
を
支
え
る
ため
の
対

外
経

済
「

開
放」
を
す
す
め
て
今
日に
い
たっ
た
の

で
あ
る。

だ
が、
こう
し
た
党
中
央
の
非
毛
沢
東
化
と
経

済

THISIS 1985/1 1 



中
国
建
国
三
＋
五
周
年
を
祝
う
軍
事
パ
レ
ー
ド
ハ
一

九
八
四
年

＋
月
一

日
〉

で
公
開
さ
れ
た
戦
略
ミ
サ
イ
ル
（
U
P
I
サ
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改
革
の
野
心的

な
推
進
に

も
か
か
わら
ず 、
そ
こ
に

依
然
と
し
て
様々

な
矛
盾
や
抵
抗
要
因
が
存
夜
し
て

いるだ
け
に、
郵
小
平
以
後へ
の
布
石
と
し
て
は
決

し
て
十
分
では

な
かっ
た
。

文
革
期
の
入
党
者
を

約

半
数

も
擁
す
る
四
千
万
の
中
国
共
産
党
員
自
身 、
必

ず
し

も
郵
小
平・
胡
縮
邦
体
制一
色
で
は

な
い。
永

く
「

毛
沢
東
軍
事
思
想」
に
依
拠
し
て
き
た
人
民
解

放
軍

も、
郡
小
平
自
身 、
党
と
国
家
の
軍
事
委
貝
会

主
席
を
依
然
と
し
て
兼
務
せ
ざ
る
を
得

な
いこ
と
に

示
さ
れ
て
いる
よう
に、
い
まだ
完
全
に
料品
握
さ
れ

て
いる
と
は
いえ

な
い
不
安

な
存在
で
あっ
た
。

そ
こ
で、
こ
の
間 、
重

点的
に
す
す
め
ら
れ
て
き

た
第一
の
政
治

的
任
務
が
中
国
共
産
党
の
地

方
・
末

端
部
分
か
ら
の
思
想的

・
組
織的
再

点
検
に
よ
る
会

党的
な
非
毛
沢
東
化
と
し
て
の
「

盤
党」
キャ
ン
ペ

ー
ン
で
あっ
た 。
し
か
し 、
こ
の
「

整
党」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は、
一
九
八
三
年
十
月
の
「

中
国
共
産
党
中

央
委
員
会の
整
党
に
つ
い
て
の
決
定L
が
こ
の
問

題

の
重
要
性
と
緊
急
性
を
大
い
に
強
調
し
て
いた
に

も

か
か
わら
ず 、
そ
の
進
捗
は
は
か
ど
ら
ず 、
一
昨
年

か
ら

本
年
初
頭
に
か
け
て、
わ
ず
か
五
十
万
人
前
後

の
上
級
レ
ベ
ル
の
党
只
が
そ
の
対
象
に

なっ
た
に
す

ぎ
な
い。

本
年
は
県
級
レ
ベ
ル
の
中
間
指
導
府 、
さ

ら
に
来
年
以
降
は
地

方・
末
端
の
党
員
が
対
象
と

な

り、
こう
し
て一
九
八
七
年
に
は、
当
初
よ
り
大
幅

に
遅
れ
た
寸

整
党L
を
是
非
と

も
完
了
す
る
のだ
と

い
わ
れ
て
いた
の
で
あ
る
が、
そ
の
達
成
を
待
た
ず

に、
今
回
の
組
織的

・
人
事的
刷
新
を
迫
ら
れ
た
の

で
あっ
た
。
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軍
幹
部
一

掃
の
反
動

第
二
の
重
要

な
課

題
は、
人
民
解
政
軍
の
再
編
成

に
よ
る
忽
の
近
代
化
およ
び
そ
れ
に
伴う
人
民
解
放

軍
兵
士
百
万
の
人
員
削
減
問

題
で
あ
る。
こ
の
課

題

が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
は、
た
んに
軍

上脳
部
の

抵
抗
に
と
ど
ま
ら
ず 、
去
る
八
月
の
中
国
空
軍
爆
撃

機
の
韓
国（
台
湾）
亡
命
事
件
に
見
ら
れ
る
よう

な
不

祥
事
が
相
次
い
で
いる
こ
と
に
よ
っ

て
も
知
ら
れよ

う。
そ
れだ
け
に、

本
年
七
月
に
十｝
大
軍
区
を
七
大

軍
区
に
再
編
し
た
人
民
解
放
軍
に
か
んし
て
は、
旧

指
導
幹
部
や
非
郵
小
平
系
司
令
只
の
大
幅
更
迭
を
断

行
せ
ざ
る
を
得

な
かっ
た
の
で
あ
り、
今
回
の
党
全

国
代
表
会議
に
先
立
つ
十
二
期
田
中
全
会
に
おいて

引
退
が
決
まっ
た
十
人
の
政
治
局
員
のう
ち
六
人
ま

で
が
箪
の
最
高
指
導
府
で
あ
り、
そ
こ
に
は
襲
剣
英 、

徐
向
前 、
話
栄
諜
の
い
ず
れ

も
党
中
央
軍
事
委
副
主

席
と
いう
軍
最
長
老
ば
か
り
か、
明
ら
か
に
郵
小

平・
胡
昭
邦
体
制
に
抵
抗
し
て
いた
軍
指
導
者
と
忠

わ
れ
る
李
徳
生・
前
滞
陽
軍
区
司
令 、
掌
国
消・
元

人
民
解
放
軍
総
政
治
部
主
任 、
強
廷
発・
前
人
民
解

放
軍
空
軍
司
令
ら
の
霊
鋲
が
含
ま
れ
て
いた
こ
と、

さ
ら
に
は
中
央
香・
同
候
補
レ
ベ
ル
の
軍
幹
部
と
し

て
張
愛
蒋・
国
務
院
国
防
部
長 、
決
学
智

・
人
民
解

放
軍
総
後
動
部
長 、
劉
難
消

・
同
海
軍
司
令 、
一品
厚
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印
象
深
い

。

彼
ら
の
う
ち
葉
剣
英 、
徐
向
前 、
高
栄
諜
は
い
ず

れ
も
八
十
歳
代
の
高
齢
で
あ
る
と
は
いえ、
他
の
軍

幹
部
は
い
ず
れ

も
六
十
l

七
十
代
で
あ
るだ
け
に 、

こ
う
し
た
事
態
は
た
んな
る
若
返
り
人
事
と
は
いえ

な
い
重
要

な
意
味
を

もっ
て
いる

。
し
か

も
全
国
代

表
会議
閉
幕
後
の
九
月
二
十
四
日
に
聞
か
れ
た五
中

全
会で
新
し
く
選
出
さ
れ
た
党
中
央
政
治
局
委
只
お

よ
び
同
容
記
処
世
記
十一
名
の

なか
に
は
軍
関
係
者

が一
人

も
存在
し
て
い

な
い
の
で
あ
り、
今
回
の
全

国
代
表
会
議
は 、
中
国
の
政
治

的
舞
台
か
ら
軍
幹
部

を一
掃
す
る
こ
と
に

なっ
たと

も
いえ
る
の
で
あっ

て、
こ
の

点
で
は
郡
小
平
党
官
僚
体
制
の
勝
利
と

も

いえ
る
の
で
あ
る。

だ
が
同
時
に 、
こ
う
し
た
寧
指
導
者
の
強
行的

な

－
斉パ
l
ジ
は 、
そ
れ
が
す
で
に
見
たよ
う

な
全
国

代
表
会議
と
い
う
異
例
の
措
置
に
よ
っ

て
断
行
さ
れ

ただ
け
に 、
ポ
ス
ト

部
小
平
体
制へ
の
大
き

な
不
安

を
残
し
て
いる。
郡
小
平
亡
き
あ
と
胡
耀
邦・
総
曾

記
が
寧
を
指
導
し

得
る
か
ど
う
か
に
つ
いて
は 、
胡

畑
邦
自
身 、
し
ば
し
ば
そ
の
不
安
を
語っ
て
いるだ

け
に 、
将
来的
に

も
楽
観
は
許
き
れ

な
い
で
あ
ろ
う 。

以
上
の
二

点
の
陰
に
あっ
て
目
立
た

な
い
問

題
点

と
し
て
第
三
に
指
摘
す
べ
き
結
末
は 、
今
回
の一
迎

の
政
治

的
変
化
に
よっ
て、
中
国
共
産
党
内
に
おけ

る
周
思
来
系
列
の
幹
部
が
最
後的
に
失
墜
し
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

そ
の
代
表的

な
存在
で
あ
る
梨
剣
英

首
に

なっ
て
いる
李
先
念

・
国
家
主
席
や
周
思
来
未

亡
人
の
郵
穎
超

・
党
中
央
政
治
局
委
貝
は

も
と
よ

り、
徐
向
前 、
高
栄
諜 、
ウ
ラ
ン
フ
ら
の
政
治
局
委

貝
を
は
じ
め 、
王
民

・
政
治
局
員
兼
中
日
友
好
協
会

名
誉
会長
や
瓦
街・
中
日
友
好
協
会
会長
ら、
彦
承

志
・
元
同
会長
亡
き
あ
と
の
日
中
関
係
を
担っ
た
周

恩
来
系
列
の
幹
部

も、
引
退

も
し
く
は
顧
問
委
入
り

と
なっ
た

。

文
化
大
革
命
が
い
ま
や
全

面的
に
否
定
さ
れ
つ
つ

あ
るだ
け
に 、
昨
今
の
中
国
で
は
文
革
に
コ
ミ
y
ト

し
た
周
思
釆
の
政
治

的
役
割
が
問
わ
れ
て
おり、
亡

き
周
総
理へ
の
か
つ
て
の
高
い評

価
が
聞
か
れ

な
く

なっ
て
い
ただ
け
に 、
劉
少
奇 、
郵
小
平
ら
旧
実
権

派
の
勝
利
に
州
す
べ
き
今
日
の
政
治
状
況
に
おいて

は 、
こ
れ
は
当
然
の
結
果
で
あっ
た

。

そ
し
て
第
四
に
は 、
こ
れ

も
まっ
たく
異
例
の
こ

と
で
あ
る
が、
幹
部
の
若
返
り
と
い
う
名
目
で、
全

国
代
表
会議
に
先
立
つ
四
中
全
会に
は 、
党
中
央
委

員
・
問
候
補
委
員 、
党
中
央
顧
問
委
員 、
党
中
央
規

律
検
査
委
只
を
今
固
辞
任
す
る
幹
部
が
四
中
会
会に

「
申
し
出
た
手
紙」
と
い
う
か
た
ち
で一
種
の，
迎
判

状’
に一
斉
に
署
名
し
て
いる
こ
と
で
あ
る。
彼
ら

は 、
こ
う
し
て一
斉
に
辞
任
を
迫
ら
れ
たと

も
いえ

な
く
は

な
い
で
あ
ろ
う 。

そ
れだ
け
に 、
こ
う
し
た
結
末
を

も
た
ら
し
た
郵

小
平
体
制へ
の
批
判
や
不
満

も
底
深
く
内在
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

6 

郵

小

平

時

陳

雲

の

路

線

闘

争

今
回
の
党
全
国
代
表
会識
が
幹
部
の
若
返
り
の
た

め
に
挙
行
さ
れ
たと
の一
般的

な
説
明
に

も
か
か
わ

ら
ず 、
部
小
平 、
陳
雲
と
い
う
す
で
に
八
十
歳
を
超

え
て
いる
両
指
導
者
が
引
退
せ
ず 、
し
か

も
今
回
の

会識
を
胡
耀
邦 、
組
紫
陽 、
李
先
念
と
と

も
に
こ
の

五
名
の
政
治
局

常
務
委
員
が
主
宰
し
た
こ
と、
同
時

に
全
国
代
表
会議
最
終
日
に
は
郵
小
平
主
任
の
重
要

演
説
と
並
ん
で、
陳
雲

・
政
治
局

常
務
香
只
兼
党
中

央
規
律
検
査
委
貝
会
第一
由
記
が
重
要
演
説
を
おこ

な
い、
明
ら
か
に
郵
小
平
主
導
の一
巡
の
「

開
放L

経
済
政
策へ
の
批
判
を
表
明
し
た
こ
と
は 、

もっ
と

も
注
目
す
べ
き
出
来
事
で
あ
ろ
う
。

陳
雲
は 、
こ
の

演
説
の

なか
で、
経

済
改
革
に
伴
う
最
近
の一
巡
の

退
廃的

な
風
潮
を
全

面的
に
批
判
し 、
「
こ
れ
ら
の

問
題
が
発
生
し
た
の
は 、
わ
れ
わ
れ
が
思
想
政
治
工

作
を
おろ
そ
か
に
し 、

思
想
政
治工
作
部
門
の
役
割

と
威
信
を
低
め
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る」
と
述
ぺ

て、
社
会主
義的
規
律
の
強
化
を
強
調
し
て
党
風
の

刷
新
と
思
想
工
作
の
強
化
を
呼
び
か
け
る
と
と

も

に 、
「

わ
れ
わ
れ
は
共
産
党
で
あ
り、
共
産
党
は
社

会主
義
を
や
る
の
で
あ
る
。

現在
す
す
め
ら
れ
て
い

る
社
会主
義
経

済
体
制
の
改
革
は 、
社
会主
義
制
度

の
自
己
改
善
で
あ
り、
自
己
発
展
で
あ
るL
と
し

て、
そ
の

基
調
は
あ
く
ま
で

も
「

社
会主
義
の
計
画
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閉山
小
平 、
以
怨
両
首
脳
の
微
妙
な
対
立
が
ロ
立
つ
な

か
で 、
異
例
の
こ
と
と
し
て
中
国
の
週
刊
総『
限
切ご

ハ一
九
八
五
年
七
月一
日
付
第
二
六
号）
の
袋
紙
に

両
首
脳
の
仲
む
つ
ま
じ
い
写
真
が
公
表
さ
れ
た。

経
済」
に
誼
く
べ
き
こ
と
を
強
調

し
た
の
で
あっ

た。
こ
う
し
た
陳
虫
の
立
場
は、
－
辿
の
「

開
放」

経
済
体
制
政
策
と
経

済
活
性
化
政
策
が
あ
ち
こ
ち
に

新
し
い
貧
宮
の
差
や
不
正
行
為

、
そ
れ
に
経

済
の
急

成
長
に
伴
う
ひ
ず
み
や
混
乱
そ

し
て
退
廃
現
象
を
も

た
ら

し
つ
つ
あ
るだ
け
に、
現在
の
中
国
共
産
党
内

に
は

、
大
き

な
支
持
と
影
響
力
を
もっ
て
い
る
。

こ
の
よ
う

な
陳
雲
路
線
は
去
る
六
月
八
日付
の
人

民
日報
社
説
「

理
想
と
規
律
の
教
育
を
会
党
で
深
〈

推
し
進
め
よ
う」
が、
「
も
し
も
わ
れ
わ
れ
の
政
策

が
〈
階
級的）
ニ
極
分
化
を
招
く

な
ら、
わ
れ
わ
れ

は
失
敗

し
たこ
と
に

な
る
。

も
し
も
新
し
い
ブ
ル
ジ

ョ
ア
階
級
を
生
み
出

し
た
ら、
わ
れ
わ
れ
は
まっ
た

く
誤っ
た
道
を
歩
んで
い
る
こ
と
に

な
る」
「

わ
れ

わ
れの
古
少
年
を
決

し
て
資

本
主
説
思
想
の
朋
（
と

り
こ〉
に
し
て
は

な
ら
ず 、
そ
の
よ
う

なこ
と
は
絶

対
に

し
て
は

な
ら

な
い」
と
述
べ
て、
当

面
の
政
策

基
調
を
批
判
し
て
い
たこ
と
と
軌
を一
に
す
る
も
の

だ
と
い

え
よ
う。

し
か
も
陳
雲
ら
は
そ
の
影
響
下

に
、

今
国
政
治
局
入
り

し
た
挑
依
林・
副
首
相
を
は

じ
め
胡
喬
木・
政
治
局
委
貝
や
純一
法・
党
中
央
顧

問
委
副
主
任
ら
の
古
参
幹
部
や
閉
じ
く
今
回 、
政
治

局
入
り

し
た
李
鵬・
副
首
相
ら
の
有
力
幹
部
を
擁

し、
社
会主
義
計
画
経

済
を

基
調
と
す
る
よ
り
原
則

的
かつ
正
統的

な
社
会主
義
路
線
を一
貫
堅
持

し
て

い
る。彼

ら
は

、
去
る
八
四
年
十
二
月
の
ア
ル
ヒ
ポ
フ・

ソ
巡
第一
一副
首
相
の
訪
中
時
に
おけ
る
陳
雲
の
ね
ん

ご
ろ

な
接
遇 、
去
る
三
月
の
チェ
ル
ネ
ン
コ
葬
儀
に

際
す
る
李
鵬・
副
首
相
の
訪
ソ 、
去
る
五
月
の
中
ソ

経
済
協
力
協
定

な
ど
の
調
印
時
に
おけ
る
銚
依
林
訪

ソ
に
示
さ
れ
る
よ
う
に

、
ソ
述
と
の
関
係
改
善
に
き

わ
め
て
秘
極的
で
あ
り、
西
側
と
の
過
度
の
接
近
に

は
き
わ
め
て
警
戒的
で
あ
るだ
け
に、
こ
の
よ
う

な

陳
雲
路
線
は
郵
小
平

、
胡
耀
邦
そ

し
て
今
回
政
治
局

番
只
入
り
し
た
胡
啓
立・
常
務
官
記
や
呉
学
謙・
外

相 、
そ
し
て
新
た
に
書
記
処
入
り
し
た王
兆
国・
書

記
ら
共
産
主
義
背
年
団
系
列
の
之

赤
い
エ
リ
ー
トグ

か
ら
成
る
郡
小
平
路
線
と
も
微
妙

な
，

対
立u
を
内

在
さ
せ
て
い
る。
当

面
は

、
郡
小
平
ら
改
革
派
自・拾

が
こ
う
し
た
陳
雲
路
線
の
圧
力
に

直
面

し
て一
述
の

経
済
政
策
を
「

縮
小
均
衡」
型へ
と
軌
道
修
正
せ
ざ

る
を
得
ず 、
そ
の
こ
と
は
今
回
採
択
さ
れ
た
来
年
か

ら
の
「

第
七
次
五
か
年
計
画
策
定
に
か
んす
る
党
中

央
の
提
案L
〈
越
紫
陽
報
告〉
に
も
す
で
に
反
映
さ

れ
て
い
た。

1985/11 THISIS 

も
と
よ
り
、

都
小
平
路
線
も
陳
雲
路
線
も
非
毛
沢

東
化
と
い
う

点
で
は一
致
し
て
おり

、
こ
の

点
で
中

国
の
政
治
の
疏
れ
が
逆
涜
す
る
こ
と
は
あ
り
特

な
い

と
は
い

え
、

こ
の
流
れは
今
後
も
左へ
右へ
と
蛇
行

を
く
り
かえ
さ
ざ
る
を
得

な
い
で
あ
ろ
う 。
そ
し
て

当
面
は、
よ
りハ
ー
ド

な
社
会主
義
路
線
が
前

面
に

出
る
も
の
と
思
わ
れ、
そ
れだ
け
に
対
日関
係
や
西

側
と
の
接
近
に
は
厳
し
く

な
り、
対
ソ
関
係
の
改
善

や
東
側
と
の
協
調
が
よ
り一
層
進
展
す
る
も
の
と
忠

わ
れ
る
。
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加
速
す
る
中
ソ
接
近

モスクワのクレムリンで、 さる7月、 中ソ長期貿易
飽定に調印Lて鐘手するソ遣のアルヒポフ第一副首
相（右〉と中国の銚依林副首相〈タス＝共同〉

こ
の
よう
に
重
要

な
全
国
代
表
会議
が、
か

な
り

の
緊
張
を
は
ら
んで
開
催
さ
れ
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
日

に、
北
京
大
学
や
天
安
門
広
場
で
中
曽
根
首
相
の
靖

国
神
社
参
拝
問

題
を
，

触
媒d
に
激
し
い
反
日デ
そ

が
起
き
た
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は

な
い。
そう
し

た
な
か
で、
「
中
曽
根
のパ
カ
ヤ
ロ
！」
と
いっ
た

口
ぎ
た

な
い
非
難
と
と

も
に、
最
近
の
日中
経

済
関

イ

T
年

見なした

壁ーーーの変化の背討
を

帯

主？主牛よりも「

見たり附l指｜

｜｜

新
聞
が
北
京
大
学
に
貼
り
曲
さ
れ
た
こ
と
は、
き
わ

い
た
り
し
た中
国
像
が、
あ
ま
り
に

も
安
易
に
取
り

め
て
象
徴
的

な
出
来
事
で
あ
り 、
昨
今
の
グ氷

遠
の

沙
汰
さ
れ
す
ぎ
て
は
い
ま
い
か。

日中
友
好
関
係’
に
安
心
し
きっ
て
中
国
フィ
lパ

そ
の
典
型
は、
「
中
国
は
日本
や
ア
メ
リ
カ

な
ど

l
に
酔
いし
れ
て
い
た
日本
の
政・
財・
官
界
に
大

西
側
諸
国
か
ら
の
技
術
や
援
助
が
必
要だ
か
ら 、
そ

き
な
街
態
を
与え
た。

う
し
た
国
益
に
照
ら
せ
ば 、
当

面、
中
ソ
和
解

な
ど

そ
し
て、
こ
う
し
た
中
国
の
変
化
を
ソ
連
側
は
大

あ
り
得

な
い」
「
中
国
側
が
提
示
し
て
い
る
三
大
陣

い
に
満
足
し
て
おり 、
こ
の
点
か
ら
し
て

も
中
ソ
関

害
〈
中
ソ・
中
安
国
境へ
の
ソ
連
軍
の
駐
留 、
ベ
ト

係
は
今
後
さ
ら
に
大
き
く
改
善
さ
れ
る
で
あ
ろう
。

ナ
ム
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻へ
の
ソ
迎
の
支
援 、
ソ
辿

「
四
つ
の
現
代
化」
に
示
さ
れ
る

内
政
上
の
非
毛
沢

寧
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
駐
留〉
が
あ
る
以
上 、
中
ソ

束
化
に
伴っ
て、
い
ま
や
毛
沢
東
型
世
界
戦
略
の
根

和
解
は
あ
り
得

な
い」
と
いっ
た

も
の
で
あ
り 、
従

幹
で
あっ
た
反
寸

覇
権」
戦
略 、
つ
ま
り
対
ソ
対
決

っ
て、
西
側
諸
国
は
中
国
を
対
ソ
関
係
上
の
対
抗
力

の
路
線
か
ら
大
き
く
転
換
し
た
中
国
は、
い
わ
ゆ
る

と
し
て
大
い
に
脊
成
す
べ
きだ、
と
い
う
皮
相

な

「
開
放」
経

済
体
制
に
対
応
す
る
国
際
環
境
の
安
定

，
戦
略
的
思
考e
で
あっ
た。

化
を
志

向
し
つ
つ 、
当

面
は、
「

独
立
自
主
外
交」

だ
が、
来
たし
て
中
国
に
とっ
て
の
そ
の
よう

な

す
な
わ
ち
対
米
対
ソ
等
距
離
戦
略
の
利
点
を
大
い
に

「
国
益」
が
対
外
政
策
決
定
の
重
要

な
拘
束
要
因
に

享
受
し
よう
と
し
て
いる
か
に
見え
る
が、
中
ソ
和

なっ
たこ
と
が
あっ
た
で
あ
ろう
か。
中
国
の
世
界

解
は
今
後

も
な
お進
展
す
る
と
思
わ
れ
るだ
け
に、

戦
略
は、
そ
の
よう

な
外
部
．喪
因
に
よ
っ

て
規
定
さ

こ
の
よう

な
局

面
に
い
たっ
た
中
国
の
戦
略
的
転
換

れ
る

も
の
で
あ
ろう
か。
い
ず
れ

も
否
で
あ
る。
私

の
背
景
に
つ
いて
は、
十
分

な
解
明
が
必
要
と
さ
れ

は
中
国
の
戦
略
は、

基
本
的
に
外
部
世
界
に
よ
っ

て

る
で
あ
ろう。

規
定
さ
れ
る
こ
と
の

な
い、
従っ
て、
外
部
世
界
が

そ
れ
を
操
作
す
る
こ
と
は
不
可
能

な
内
部
的
諸
要
因

を
諒
泉
と
す
る

も
の
で
あ
る
と
考え
て
いる

。

そ
も
そ

も
，

貧
困
のユ
ー
ト
ピ
アH
を
求
め
た
毛

沢
東
型
の

内
政
を
根
本
的
に
否
定
し 、
「

四
つ
の
現

代
化」
路
線へ
と
転
換
し
て
おき

な
が
ら 、
毛
沢
東

型
の
世
界
戦
略

な
いし
は
対
外
政
策
は
正
し
かっ
た

と
いう
よう

な評
価
は、
中
国
政
治
の
体
質
上 、
あ

THISIS 

世

界

戦

略

も
H

脱

毛

沢

東
H

と
こ
ろ
が、
日本
を
は
じ
め
と
す
る
西
側
諸
国
と

の
交
涜
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
今
日の
「

聞
か
れ
た
中

国」
に
か
んし
て
は、
中
国
の
状
況
を
分
析
し 、
そ

1985/11 
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ざ当 、 向なt る 然 中 が い
症 を 、 園 、 こ

得 毛 社 J と
な 沢 会 主 で
い 東 会 主 あ
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の
もっ
と

も
象
徴
的

な
あ
ら
わ
れ
が
対
ソ
対
決
で
あ

り
、，

中
ソ
冷
戦d
を

も
た
ら
し
た
毛
沢
東
型
世
界

戦
略
で
あっ
た 。

こ
の
よ
う
に
考え
る
と
、

中
国
の
今
日
の
リ
ー
ダ

ー
た
ち
は

、グ
知
ソ
派d

，
親
ソ
派’
路
線
と
し
て
の

陳
雲
ら
は

も
と
よ
り
、

郵
小
平
H

胡
耀
邦
指
導
部
を

含
め
て

、
彼
ら
は
明
日に
で

も
ソ
速
が
攻
め
て
く
る

と
い
っ
た
対
ソ
認
識

、
つ
ま
り
ソ
速
を
戦
略
的

な
敵

と
見

な
す
ソ
連
傍
威
論
の
立
場
か
ら
大
き
く

脱
し
て

い
るこ
と
が
確
認
で
き
よ
う 。

中
国

は

幻

想

『

西

側

化」

ソ
速
を
戦
略
的

な
脅
威
と
見

な
す
か
否
か
の
分
岐

は
、

中
国
す
べ
て
の
対
外
政
策
に
と
っ

て
の
大
き

な

要
で
あ
り
、

最
近
の一
速
の
中
ソ
関
係
の
改
善
や
s

s
m
の
極
東
配
備
に
か
んす
る
中
国
の
沈
黙

、
三
大

障
害
は
そ
れ
と
し
て
中
ソ
関
係
の
改
善
を
妨
げ
る

も

の
で
は

な
い
と
い
っ
た
変
化
は

、こ
の
よ
う

な
土
壌

か
ら
導
か
れ
る

も
のだ
と
い

え
よ
う 。

かつ
て
は
国
境
上
の
領
土
問

題
を
め
ぐ
る
係
争
が

中
ソ
聞
の

もっ
と

も
和
解
し
が
た
い
争

点
で
あっ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず

、
問

題
が
三
大
障
害
と
い
う
第
三

者
的

な
課

題
に
転
化
さ
れ
たこ
と
、

つ
ま
り
中
ソ
関

係
の
本
質
が
変
化
し
たこ
と
に
つ
い
て

も
、

わが
国

で
は
まだ
あ
ま
り
気
づ
か
れ
て
は
い

な
い

。

し
か

も
、

す
で
に
見
た
よ
う
に
八
四
年
十
二
月
の

ア
ル
ヒ
ポ
フ・
ソ
迎
第一
副
首
相
訪
中
に
際
し
て
際

立っ
たこ
と
は

、
陳
雲・
政
治
局

常
務
委
員

、
挑
依

林・
副
首
相

、
部一
波・
党
中
央
顧
問
委
副
主
任
と

いっ
た
郵
小
平
H

胡
耀
邦
指
導
部
の
陰
に
あっ
て
西

側
指
導
者
と
は
あ
ま
り
接
触
せ
ず

、
社
会主
義
型の

計
画
経

済
を
依
然
と
し
て
重
視
す
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち

が
、五

Q
年
代の
中
ソ
友
好
を
想
い
起こ
し
つ
つ
応

接
し
たこ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た

な
か
で

、
中
国
は
最
近

、
北
朝
鮮
ば
か

り
か

、
かつ
て
は
対
立
し
た
モ
ン
ゴ
ル
、

さ
ら
に
は

軍
政
下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
と

も
関
係
を
強
化

な
い
し
は

改
善
し
つ
つ
あ
り
、

将
米
は
ベ
ト

ナ
ム
や
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン

も
含
め
て
、こ

れ
ら
社
会主
義
諸
国
聞
に

，
ゆ
る
や
か

な
同
盟
関
係d
が
す
で
に
回
復
し
は
じ

め
て
い
る
。

だ
と
す
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
や
西
側
諸
国
の
寸

中
国

カ
l
ド」

政
策
は

、
や
が
て
行
き
詰
ま
る
の
で
あ
ろ

う
が

、
中
国
が
ソ
連
の
s
s
m
極
東
配
備
に
沈
黙
し

て
い
る
ば
か
り
か

、レ
ー
ガ
ン
政
権
の
S
D
I

計
画

に
も
反
対
の
立
場
を
表
明
し
、

日
本
の
G
N
P一
%

枠
問

題
や一
連
の
「
日
本
軍
国
主
義
復
活L
批
判
で

も
、

い
ま
や
ソ
連
と
同
じ
立
場
に
立
ち
つ
つ
あ
るこ

と
を
無
視
し
て
は

な
る
ま
い。

こ
う
し
た
中
国
の
変
化
に

も
か
か
わ
ら
ず

、
も

し

も
わが
国
が
中
国
の
「

西
側
化」
を
今
後

も
期
待
し

つ
づ
け
る

な
ら
ば
、

や
が
て
そ
の
代

価
は
き
わめ
て

高
い

も
の
と
し
て
は
ね
かえ
っ

て
く
る
の
で
は

な
か

ろ
う
か。
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